
D
e Profundis(

深
淵
よ
り)

①
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

父
久
宜
の
死
、
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン

　

横
浜
正
金
銀
行
の
エ
リ
ー
ト
行
員
加
納
久
朗
は
、

大
阪
支
店
勤
務
の
後
、
大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
に

満
州
・
大
連
支
店
に
着
任
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦

の
最
中
で
あ
り
、
妻
多
津
（
多
津
子
と
も
）
と
幼
子

同
伴
で
あ
っ
た
。
同
支
店
に
は
６
年
ま
で
２
年
余
り

の
間
勤
務
し
、
次
い
で
太
平
洋
を
渡
っ
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
支
店
勤
務
と
な
っ
た
。
31
歳
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
支
店
勤
務
は
４
年
間
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に

金
融
マ
ン
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
勤
務
し
た
意
味

は
極
め
て
大
き
い
。
国
際
的
な
通
貨
制
度
と
指
導
勢

力
の
関
係
に
か
つ
て
な
い
変
化
が
生
じ
た
時
期
だ
か

ら
で
あ
る
。

　

大
正
初
期
の
国
際
収
支
の
行
き
詰
ま
り
を
救
っ
た

の
が
、
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
６
月
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
で
あ
る
。
日
本
も
同

年
８
月
、
連
合
国
側
に
参
加
し
た
。
大
正
４
年
か
ら

講
和
条
約
を
締
結
し
た
８
年
ま
で
の
５
年
間
の
外
国

貿
易
の
出
超
合
計
12
億
円
と
、
海
運
収
入
を
始
め
と

す
る
貿
易
外
受
取
超
過
合
計
18
億
円
と
の
国
際
収
支

受
取
超
過
合
計
額
は
、
30
億
円
の
巨
額
に
達
し
た
。

こ
の
結
果
、
大
正
３
年
日
本
政
府
と
日
本
銀
行
合
計

３
億
４
０
０
０
万
円
で
あ
っ
た
正
貨
は
、
17
億
円
を

激
増
し
、
同
８
年
末
に
は
20
億
円
（
う
ち
内
地
７
億

円
、
在
外
13
億
円
）
と
な
っ
た
。

な
り
明
治
維
新
を
迎
え
て
か
ら
45
年
を
経
て
、
明
治

45
年
（
１
９
１
２
）
64
歳
の
久
宜
は
農
林
大
臣
就
任

の
要
請
に
見
向
き
も
せ
ず
、
町
長
と
し
て
最
晩
年
の

５
年
間
を
郷
里
一
宮
町
で
過
ご
し
た
。
晩
年
の
口
癖

は
「
鹿
児
島
の
こ
と
で
何
か
の
話
が
あ
っ
た
ら
冥
土

に
電
話
せ
い
」、
遺
言
は
「
一
に
も
公
益
事
業
、
二

に
も
公
益
事
業
、
た
だ
公
益
事
業
に
尽
せ
」
で
あ
っ

た
。（『
加
納
久
宜
集
』（
松
尾
れ
い
子
編
）。
父
久
宜

の
他
界
に
よ
り
次
男
久
朗
が
爵
位
（
子
爵
）
を
継
い

だ
。
施
主
久
朗
は
葬
儀
の
喪
主
を
つ
と
め
る
べ
き
で

あ
っ
た
が
、
公
務
を
優
先
し
帰
国
し
な
か
っ
た
。
晩

年
の
久
宜
の
風
貌
を
風
刺
雑
誌
『
東
京
パ
ッ
ク
』（
明

治
45
年
（
１
９
１
２
）
１
月
号
）
は
伝
え
て
い
る
。

　
「
名
士
パ
ッ
ク
画
伝
（
其
二
）、
子
爵
加
納
久
宜
先
生

　

予よ

の
先
生
の
名
を
耳
に
し
た
る
は
鹿
児
島
に
良

り
ょ
う

二に

千せ
ん

石せ
き

と
し
て
嘖さ

く

嘖さ
く

の
好
評
あ
り
た
る
頃
に
始
ま
り

爾じ

来ら
い

漸
く
耳
に
熟
し
、
明
治
の
二
宮
尊
徳
の
称
敢あ

え

て

当
ら
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
に
至
れ
り
、
偶た

ま

々た
ま

一

ノ
宮
よ
り
帰
京
の
列
車
に
同
乗
し
始
め
て
先
生
の
謦け

い

咳が
い

に
接
し
た
る
が
其そ

の

口く
ち

を
衝
い
て
出
る
言
々
句
々
一

と
し
て
産
業
上
の
実
利
実
益
な
ら
ざ
る
は
な
く
其
の

貴
族
ぶ
ら
ざ
る
態
度
と
真し

ん

摯し

な
る
雄
弁
と
は
聞
く
者

を
し
て
身
の
車
中
に
あ
る
を
忘
れ
し
む
る
も
の
あ
り

き
、
斯
く
迄
に
要
領
を
得
た
る
人
の
如い

か何
な
れ
ば
満

面
の
痘あ

ば
た痕

に
鼻
目
の
輪
郭
の
不ふ

得と
く

要よ
う

領り
ょ
うな

る
や
ら
ん

と
怪
し
ま
る
。（
白
駒
）」

　

久
宜
は
晩
年
に
至
る
ま
で
「
貴
族
ぶ
ら
ざ
る
態
度

と
真
摯
な
る
雄
弁
と
は
聞
く
者
を
し
て
身
の
車
中
に

あ
る
を
忘
れ
し
む
る
」
の
で
あ
る
。
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父
久
宜
の
一
回
忌
に
あ
た
る
大
正
９
年（
１
９
２
０
）

の
７
月
に
、
子
爵
加
納
久
朗
は
父
を
追
悼
し
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
『
ど
こ
迄
変
っ
て
行
く
で
せ
う　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
郊
外
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
に
て
』
を
刊
行
し
た
。
彼
は

生
涯
多
く
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
刊
行
し
た
が
、
こ
れ
が
初
め
て
の
冊
子
で
あ
る
。

刊
行
の
目
的
を
彼
は
「
は
し
が
き
」
で
書
い
て
い
る
。

現
代
語
表
記
に
改
め
た
（
以
下
同
じ
）。

　
「
私
は
郷
里
の
人
々
が
数
年
郷
里
の
町
長
を
つ
と

め
た
父（
久
宜
）の
為
め
に
記
念
碑
を
建
て
て
下
さ
っ

た
と
云
う
こ
と
を
此
地
で
聞
き
ま
し
た
時
に
御
礼
の

印
と
し
て
一
小
冊
子
を
書
い
て
捧
げ
た
い
と
存
じ
ま

し
た
。
処
が
ゴ
タ
ゴ
タ
忙
し
く
日
を
送
っ
て
未
だ
書

き
始
め
ま
せ
ぬ
内
に
父
が
此
世
を
去
り
ま
し
た
。
私

が
海
外
に
勤
め
て
居
り
ま
す
る
為
め
に
最
後
の
大
事

に
何
に
も
世
話
が
出
来
な
か
っ
た
、
そ
し
て
日
本
に

在
る
親
類
の
人
々
、
お
友
達
の
方
々
に
大
変
心
配
を

か
け
其
上
に
一
切
の
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
御
礼
を
な
す
べ
き
借
り
が
ま
た
一
つ
増
え
ま
し

た
。
其
御
礼
と
し
て
矢
張
り
自
分
の
考
え
を
自
分
で

書
い
て
此
世
に
捧
げ
る
と
云
う
こ
と
が
一
番
よ
き
方

法
で
あ
り
、
且か

つ

父
に
対
し
て
は
よ
き
手た

む向
け
で
あ
る

と
考
え
ま
し
た
」

　
〈
目
次
〉
を
見
て
み
る
。
第
１
節
は
し
が
き
、
第

２
節
不
安
の
今
日
、
第
３
節
生
命
と
健
康
、
第
４
節

教
育
、
第
５
節
家
庭
、
第
６
節
政
治
と
経
済
、
第
７

節
国
家
の
施
設
、
第
８
節
宗
教
と
国
家
、
第
９
節
改

造
に
対
す
る
反
対
論
と
障
害
、
第
10
節
国
際
関
係
、

第
11
節
む
す
び
。

　

全
般
的
に
社
会
の
差
別
構
造
の
改
革
を
主
張
し
て

お
り
、
第
３
節
で
「
産
児
制
限
」
を
強
く
訴
え
て
い

る
こ
と
が
後
年
の
主
張
と
相あ

い
ま俟
っ
て
注
目
さ
れ
る
。

父
久
宜
の
追
悼
を
込
め
た
冊
子
で
あ
り
、
父
の
実
現

で
き
な
か
っ
た
理
想
や
理
念
を
訴
え
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
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◇

　　

加
納
は
多
津
夫
人
を
は
じ
め
小
学
生
の
長
男
久

道
、
同
次
男
久
次
（
後
年
中
村
家
の
養
子
と
な
る
）、

幼
稚
園
児
長
女
多
恵
子
と
共
に
、
一
時
期
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
で
暮
ら
し
た
。
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
で
の
生
活
に
よ
り
都
会
で
の
高
層
住
宅
の

必
要
性
を
痛
感
し
た
の
で
あ
っ
た
。（
日
本
住
宅
公

団
総
裁
加
納
は「
高
層
住
宅
建
築
論
者
」で
あ
っ
た
）。

　

こ
こ
で
多
津
夫
人
の
進
歩
的
で
行
動
的
な
才
女
ぶ

り
を
紹
介
す
る
。
彼
女
の
孫
に
あ
た
る
伊
藤
恵
子
様

の
英
文
論
文
を
参
考
に
し
、
一
部
和
訳
し
て
引
用

す
る
。（
引
用
を
お
許
し
下
さ
っ
た
伊
藤
様
に
感
謝

し
た
い
）。「
多
津
は
18
歳
で
久
朗
と
結
婚
し
た
が
、

夫
久
朗
は
大
名
の
家
系
の
後
継
ぎ
で
あ
り
、
若
い

主
婦
に
と
っ
て
、
古
い
格
式
を
も
つ
家
で
家
計
を

切
り
盛
り
し
、
ま
た
舅
と
姑
そ
れ
に
４
人
の
若
い

未
婚
の
義
理
の
妹
（
久
朗
の
妹
た
ち
）
を
世
話
す

る
の
は
楽
で
は
な
か
っ
た
。
大
正
３
年（
１
９
１
５
）

に
久
朗
が
満
州
大
連
の
支
店
勤
務
と
な
っ
て
転
勤

し
た
際
に
は
、
格
式
の
あ
る
家
庭
の
し
が
ら
み
か

ら
解
放
さ
れ
て
ほ
っ
と
し
た
気
分
に
な
っ
た
」

　
「
多
津
は
松
本
藩
士
の
末
裔
だ
が
、
ま
れ
に
み

る
進
歩
的
な
考
え
の
女
性
だ
っ
た
。
彼
女
は
自
分

の
判
断
で
日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
（
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
立
場
か
ら
悪
い
社
会
風
俗
の
改
良
を

目
指
し
た
婦
人
の
会
）
に
入
会
し
、
公
娼
制
度
の

廃
止
運
動
に
参
加
し
た
。
同
時
に
男
女
同
権
の
立

場
か
ら
婦
人
参
政
権
の
運
動
に
も
加
わ
っ
た
。
久

朗
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
着
任
し
た
大
正
６
年

（
１
９
１
８
）
頃
に
自
動
車
の
運
転
を
学
び
、
そ
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
は
夫
の
上
を
行
っ
た
。
英
会
話
の
学

習
に
励
み
、
10
歳
代
か
ら
英
語
を
学
ん
で
き
た
夫

以
上
の
会
話
が
出
来
た
と
い
う
。
久
朗
の
息
子
の

思
い
出
で
は
、
こ
の
面
で
は
久
朗
は
多
津
に
劣
等

感
を
抱
く
時
も
あ
っ
た
が
、
久
朗
は
彼
女
の
能
力

を
評
価
し
て
い
た
と
も
言
え
る
」

　
「
久
朗
も
確
固
た
る
男
女
平
等
論
者
で
あ
り
、
イ

ギ
リ
ス
で
は
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
（
議
会
制
を
と
る

穏
健
な
社
会
主
義
協
会
）
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活

動
し
た
し
、家
族
計
画
（
産
児
制
限
）
論
者
で
あ
り
、

『
タ
イ
ム
マ
シ
ン
』・『
透
明
人
間
』
な
ど
の
Ｓ
Ｆ
作

品
で
知
ら
れ
る
科
学
小
説
家
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
エ
ル
ズ

（
１
８
６
６
‐
１
９
４
６
、
進
歩
的
文
明
批
評
家
で

N
ノ ー ブ レ ス

oblesse o
オブリージュ

blige

外
債
残
高
は
大
正
３
年
末
の
19
億
円
が
償
還
に
よ
り

大
正
８
年
末
に
は
16
億
円
に
減
じ
た
の
で
、
日
本
は

戦
前
の
債
務
国
か
ら
一
躍
差
引
３
億
円
の
債
権
国
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
・
ド
ル
が
国
際
準
備
通
貨
た
る
資
質
を

充
実
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
代
わ
っ
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
際
金
融
市
場
と
し
て
の
中
心
的

地
位
が
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
。
だ
が
ポ
ン
ド
為
替

の
決
済
機
構
・
大
陸
と
ア
メ
リ
カ
と
の
中
継
機
能
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
の
時
差
に
よ
る
有
利
性
な
ど
に
基

づ
く
ロ
ン
ド
ン
市
場
の
伝
統
的
役
割
は
失
わ
れ
て
お

ら
ず
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
金
本
位
復

活
は
時
間
の
問
題
と
待
望
さ
れ
て
い
た
。
第
一
次
世

界
大
戦
後
、
東
京
の
景
気
変
動
に
基
づ
く
銀
需
要
の

乱
高
下
に
よ
り
、
銀
価
の
大
変
動
と
銀
為
替
の
大
投

機
時
代
を
現
出
し
た
。
大
正
８
年
末
の
横
浜
正
金
銀

行
本
店
・
支
店
・
出
張
所
の
数
は
36
店
、
海
外
為
替

取
引
銀
行
は
１
８
７
行
に
上
り
、
行
員
数
は
日
本
人

７
１
９
人
、
外
国
人
３
４
８
人
で
合
計
１
０
６
７
人

の
多
数
に
達
し
た
。日
本
の
銀
行
中
で
最
多
で
あ
る
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
に
父
久
宜
を
失
っ
た
。
大
正

８
年
（
１
９
１
９
）
２
月
26
日
、
久
宜
は
療
養
先
の

別
府
で
死
去
し
た
。
享
年
71
歳
。
久
宜
は
慶
応
３

年
（
１
８
６
７
）
19
歳
で
最
後
の
上
総
一
宮
藩
主
と

晩年の久宜
（『東京パック』風刺画、一宮町教委蔵）

加納家の家族（ニューヨーク時代、中央久宜夫
人、左多津夫人、左下２女英子、後ろ左長男久道、
右２男久次、右長女多恵子、右下人物不詳）

～
貴た

か

き
者
の
責
務
～

 

日
本
住
宅
公
団
初
代
総
裁 

加
納
久ひ

さ

朗あ
き
ら
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な
り
、
利
払
と
償
還
事
務
に
当
っ
た
。
第
三
は
、
本

邦
資
産
家
の
た
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
、
英
米
仏

公
債
の
買
い
入
れ
取
扱
を
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
四

は
、
中
国
借
款
で
あ
る
。
第
五
は
、
銀
行
引
受
手
形

と
ス
タ
ン
プ
手
形
の
実
施
で
あ
る
。（
大
正
10
年
７

月
次
女
英
子
誕
生
、
後
の
伊
藤
英
吉
夫
人
）。

　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

久
朗
が
ロ
ン
ド
ン
時
代
に
大
き
な
影
響
を
受
け

た
図
書
に
エ
ベ
ネ
ザ
ー
・
ハ
ワ
ー
ド
（Ebenezer 

H
ow

ard,

１
８
５
０
‐
１
９
２
８
）
の
『
明
日
の
田

園
都
市
』（Garden Cities of Tom

orrow

）
が
あ

る
。同
書
は
今
日
都
市
計
画
家
必
読
の
書
と
さ
れ
る
。

い
ち
早
く
産
業
革
命
を
達
成
し
「
世
界
の
工
場
」
と

な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
、農
民
が
ロ
ン
ド
ン
、マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
な
ど
の
都
会
に
大
移
動
し

労
働
者
と
な
っ
た
。
低
賃
金
で
働
く
彼
ら
労
働
者
階

級
は
工
場
の
近
く
な
ど
に
ス
ラ
ム
を
形
成
し
た
。
大

繁
栄
の
陰
で
、
空
気
や
河
川
の
汚
染
・
汚
濁
が
進
み

犯
罪
も
急
増
し
た
。
そ
こ
に
、「
文
明
の
生
ん
だ
地

獄
」
を
打
破
す
る
小
冊
子
が
刊
行
さ
れ
大
反
響
を
呼

ん
だ
。『
明
日
の
田
園
都
市
』
で
あ
る
。
著
者
は
エ

ベ
ネ
ザ
ー
・
ハ
ワ
ー
ド
で
、
彼
の
著
書
は
そ
の
構
想

「
田
園
都
市
」
と
と
も
に
世
界
の
都
市
計
画
の
聖
典

に
な
っ
た
。

　

ハ
ワ
ー
ド
が
構
想
し
た
理
想
社
会
は
、
都
市
の
否

定
で
は
な
く
、「
都
市
」と「
農
村
」の
融
合
で
あ
っ
た
。

『
明
日
の
田
園
都
市
』
の
「
副
題
」
は
「
真
の
改
革

に
至
る
平
和
な
道
」
で
あ
る
。
ハ
ワ
ー
ド
は
自
ら
考

案
し
た
「
田
園
都
市
」
の
設
計
図
を
、
空
間
的
か
つ

財
政
的
に
描
い
て
見
せ
た
。
彼
は「
田
園
都
市
協
会
」

を
設
立
し
実
践
活
動
に
入
っ
て
田
園
都
市
の
用
地
を

探
し
始
め
た
。
ロ
ン
ド
ン
か
ら
鉄
道
で
約
45
分
の
所

も
あ
る
）
の
愛
読
者
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
久
朗
の

思
想
は
多
津
夫
人
に
影
響
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
夫
妻
と
も
当
時
に
は
珍
し
い
進
歩
的
思
想
の
持

ち
主
で
あ
り
、
そ
の
思
想
に
基
づ
い
て
実
践
も
し
て

い
る
。彼
女
は
流
暢
な
英
語
を
駆
使
し
て
ロ
ン
ド
ン
・

ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
の
自
宅
で
多
く
の
著
名
人
を
接
待
し

た
。
そ
の
美
貌
も
あ
っ
て
社
交
界
の
花
で
あ
っ
た
。

『
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
か
け
橋
』
の
役
割
を
果
た
し

た
の
で
あ
っ
た
」

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
に
、
加
納
の
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
の
影
響
を
受
け
て
後
に
横
浜
正
金
銀
行
の
職
を
捨

て
て
無
教
会
主
義
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
師
に
な
っ
た

エ
リ
ー
ト
行
員
（
後
輩
）
が
い
た
。
鶴
田
雅
二
で
あ

る
。『
キ
リ
ス
ト
教
人
名
事
典
』
に
よ
る
と
、
鶴
田

（
１
８
８
９
‐
１
９
７
５
）
は
長
崎
市
生
ま
れ
で
、

第
一
高
等
学
校
（
旧
制
）
時
代
に
校
長
新
渡
戸
稲
造

の
影
響
を
受
け
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に

な
る
。
大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
東
京
帝
国
大
学
法

学
部
政
治
学
科
を
卒
業
し
、横
浜
正
金
銀
行
に
入
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
時
代
、
銀
行
の
先
輩
加
納
久
朗

の
紹
介
で
『
聖
書
之
研
究
』（
内
村
鑑
三
主
宰
）
を

購
読
す
る
。
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
42
歳
で
５
人

の
子
女
を
抱
え
な
が
ら
銀
行
の
要
職
を
捨
て
伝
道
に

志
す
。34
年
塚
本
虎
二
、松
村
成
沽
と『
基
督
教
愛
国
』

を
刊
行
し
た
。
37
年
１
月
塚
本
と
『
新
約
知
識
』
を

刊
行
す
る
（
44
年
３
月
ま
で
）。
46
年
個
人
雑
誌
『
天

の
声
』
刊
行
（
42
号
終
刊
）。
50
年
５
月
『
聖
書
第

一
年
』刊
行（
２
５
５
終
刊
）。
著
作『
罪
人
と
語
る
』

（
１
９
２
６
）、『
南
十
字
』（
１
９
２
８
）そ
の
他
多
数
。

　

鶴
田
の
久
朗
に
対
す
る
敬
愛
の
念
は
深
く
、
久
朗

の
葬
儀
の
際
に
進
ん
で
司
祭
を
つ
と
め
る
の
で
あ
る
。

に
適
地
の
丘
陵
が
見
つ
か
っ
た
。
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
で

あ
る
。
同
市
の
計
画
人
口
は
３
万
３
０
０
０
人
に
想

定
さ
れ
、
設
計
は
建
築
家
バ
リ
ー
・
パ
ー
カ
ー
と
同

レ
イ
モ
ン
ド
・
ア
ン
ウ
ィ
ン
に
託
さ
れ
た
。
全
体
像

は
、小
高
い
丘
の
上
に
ほ
ぼ
南
北
の
中
心
軸
を
も
ち
、

北
端
に
は
鉄
道
駅
が
置
か
れ
、
バ
ロ
ッ
ク
風
の
道
路

や
公
園
が
放
射
状
に
伸
び
て
い
る
。
住
宅
街
と
工
場

用
地
は
遠
く
か
け
離
れ
、
そ
の
他
は
畑
や
牧
場
な
ど

の
広
い
緑
地
帯
で
あ
る
。
計
画
は
大
好
評
を
も
っ
て

迎
え
ら
れ
た
。

　
「
日
本
住
宅
公
団
初
代
総
裁
加
納
久
朗
は
戦
前
に

横
浜
正
金
銀
行
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
も
務
め
た
根
っ
か

ら
の
イ
ギ
リ
ス
紳
士
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
ロ
ン
ド

ン
赴
任
当
時
ハ
ワ
ー
ド
の
図
書
を
読
み
、
レ
ッ
チ

ワ
ー
ス
を
訪
問
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
加
納
が

滞
在
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

前
か
ら
Ｅ
・
ハ
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
田
園

都
市
運
動
が
軌
道
に
乗
り
、
い
く
つ
か
の
田
園
都
市

が
建
設
の
途
上
に
あ
っ
た
。
そ
の
思
想
と
運
動
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
言
う
に
及
ば
ず
ア
メ
リ
カ
に
も
広

が
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
に
も
、
田
園
都
市
運

動
や
田
園
都
市
風
の
住
宅
デ
ザ
イ
ン
の
影
響
は
届
い

て
お
り
、
大
正
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
公
営
住
宅
地
の

建
設
や
同
潤
会
※

木
造
住
宅
の
建
設
、
そ
し
て
田
園

調
布
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
郊
外
住
宅
地
建
設
な
ど

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
」（『
奇
跡
の
団
地

阿
佐
ヶ
谷
住
宅
』）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　　

久
朗
は
余
暇
を
活
用
し
て
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
旅
を

存
分
に
楽
し
み
、
日
本
か
ら
の
遠
来
の
客
を
ロ
ン
ド

ン
南
郊
外
の
ス
ト
ラ
ッ
タ
ム
（Streatham

）
の
私

邸
に
歓
迎
し
も
て
な
し
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

大
正
９
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
を
去
っ
て
ロ
ン
ド

ン
支
店
勤
務
と
な
る
。
支
店
長
は
大
久
保
利と
し

賢か
た

（
大

久
保
利
通
８
男
、
後
に
横
浜
正
金
銀
行
頭
取
）
だ
っ

た
。
横
浜
正
金
銀
行
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
の
英

国
開
戦
の
直
前
か
ら
為
替
基
準
を
対
英
か
ら
対
米
に

移
し
て
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
は
国
際
金
融
市
場
の
条
件

で
あ
る
安
定
通
貨
、
自
由
為
替
市
場
、
完
全
な
銀
行

組
織
、
手
形
割
引
市
場
な
ど
の
諸
条
件
を
完
備
し
て

お
り
、
開
戦
前
の
日
本
の
米
国
向
け
生
糸
輸
出
ビ
ル

（
為
替
手
形
）
の
８
割
ま
で
が
ロ
ン
ド
ン
向
為
替
取

り
組
み
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
、
日
本
の
み
な
ら
ず

世
界
中
の
為
替
資
金
は
同
地
に
集
中
し
て
い
た
。
こ

の
た
め
正
金
銀
行
の
為
替
資
金
は
す
べ
て
ロ
ン
ド
ン

に
集
中
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

大
正
期
の
同
正
金
銀
行
は
、
日
本
銀
行
や
大
蔵
省

と
連
携
の
上
、
輸
出
増
進
の
た
め
巨
額
の
外
貨
買
持

を
し
た
が
、
巨
額
の
外
貨
受
取
超
と
通
貨
膨
張
の
抑

制
策
と
し
て
、様
々
な
活
動
を
展
開
し
た
。
第
一
は
、

正
貨
の
対
政
府
・
日
銀
へ
の
売
却
で
あ
る
。
第
二
は
、

連
合
国
の
軍
需
物
資
購
入
代
支
払
の
た
め
英
仏
露
の

短
期
国
債
合
計
６
億
５
９
０
０
万
円
が
政
府
（
預
金

部
及
び
臨
時
国
庫
証
券
特
別
会
計
を
含
む
）
及
び
民

間
引
き
受
け
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
が
、
民
間
引
き
受

け
分
の
英
仏
露
国
債
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
団
幹
事
と

　
『
河
合
栄
治
郎　

伝
記
と
追
想
』（
社
会
思
想
研
究

会
編
）
の
〈
英
国
在
留
時
代
の
河
合
栄
治
郎
君
の

想お
も
い
で出　

加
納
久
朗
〉
に
厚
遇
ぶ
り
を
見
る
。

　

河
合
栄
治
郎
（
１
８
９
１
‐
１
９
４
４
）
は
、

経
済
学
者
で
あ
り
社
会
思
想
家
で
あ
っ
た
。
東
京

帝
大
卒
後
、
農
商
務
省
勤
務
を
経
て
、
大
正
10
年

（
１
９
２
１
）
か
ら
昭
和
14
年
（
１
９
３
９
）
ま
で

東
大
教
授
と
し
て
社
会
政
策
を
講
じ
た
。
個
人
の
人

格
形
成
を
最
高
善
と
す
る
理
想
主
義
の
立
場
か
ら
英

国
労
働
党
流
の
社
会
主
義
思
想
を
体
系
化
し
マ
ル
ク

ス
主
義
を
批
判
し
た
。
同
じ
立
場
か
ら
軍
国
主
義
を

攻
撃
し
、
こ
の
た
め
大
学
で
休
職
処
分
に
さ
れ
た
。

青
年
教
育
に
も
尽
力
し
、
彼
の
編
集
し
た
学
生
叢そ

う

書し
ょ

は
当
時
の
青
年
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
「
１
９
２
２
年
（
大
正
11
年
）
頃
河
合
さ
ん
は
奥

さ
ん
と
一
緒
に
英
国
に
来
ら
れ
た
。
私
は
度
々
河
合

さ
ん
と
話
し
た
り
、
相
談
し
た
り
、
一
緒
に
演
説
や

講
演
を
聞
い
た
り
し
た
。（
中
略
）
英
国
の
社
会
教

育
及
び
社
会
科
学
研
究
の
実
際
を
見
た
い
と
い
う
熱

望
で
あ
り
、私
が
友
人
の
各
方
面
に
あ
た
っ
た
結
果
、

ク
ェ
ー
カ
ー
の
一
友
人
か
ら
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
ロ
ン

ト
リ
ー
氏
（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
屋
さ
ん
）
の
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
に
数
カ
月
泊
っ
て
は
ど
う
だ
と
い
う
話
が
あ

り
、最
初
は
余
り
気
乗
り
が
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、

あ
と
か
ら
は
非
常
に
喜
ん
だ
。
そ
こ
で
本
を
読
み
、

時
際
を
見
、
色
々
の
人
に
接
せ
ら
れ
た
。
そ
の
間
奥

さ
ん
は
私
の
５
人
の
家
族
と
共
に
ロ
ン
ド
ン
の
南
、

ス
ト
ラ
ッ
タ
ム
の
家
で
起
居
さ
れ
た
。
河
合
さ
ん
が

時
々
ロ
ン
ド
ン
に
帰
っ
た
時
は
、
私
の
家
に
泊
ま
っ

た
。
夜
は
日
本
の
こ
と
、
英
国
の
こ
と
、
欧
州
の
こ

と
を
話
し
た
。（
中
略
）。
徳
川
末
期
か
ら
明
治
維
新

に
か
け
て
の
私
の
亡
父
の
逸
話
や
昔
話
を
非
常
に
面

白
が
り
、
同
じ
話
を
も
う
一
度
し
て
く
れ
と
言
わ
れ

た
。
其そ

の
話
と
い
う
の
は
、
―
『
二
百
余
年
目
に
初

め
て
江
戸
城
の
矢
倉
太
鼓
が
鳴
っ
た
。
非
常
招
集
の

合
図
で
あ
る
。
大
名
が
駆
け
付
け
た
酒
井
雅う
た
の
か
み

樂
守
曰

く
〝
い
よ
い
よ
天
皇
方
と
戦
さ
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
、
諸
君
は
二
百
年
來
徳
川
の
恩
を
蒙
っ
た
か
ら
に

は
、
何
と
か
決
心
せ
よ
〟
と
。
と
こ
ろ
が
満
堂
寂
と

し
て
声
が
な
い
。
亡
父
は
当
時
十
七
歳
の
若
者
で
初

め
て
の
登
城
だ
が
、
此
の
有
様
に
憤
慨
し
、
早
速
家

財
一
切
を
売
っ
て
藩
士
を
率
い
て
出
発
し
た
が
、
伏

見
鳥
羽
の
戦
に
は
間
に
合
わ
ず
、
命
か
ら
が
ら
家
來

一
人
と
共
に
逃
げ
、
と
ぼ
と
ぼ
と
箱
根
山
を
越
え
て

江
戸
に
戻
り
、
領
土
上
総
の
国
に
帰
り
、
い
の
一
番

に
天
子
様
に
藩
籍
（
通
常
は
版
籍
）
を
お
返
し
し
た
。

太
政
官
第
一
号
で
藩
籍
奉
還
奇
特
に
思
召
さ
れ
候
事

と
い
う
勅
書
を
貰
っ
た
』
な
ど
と
い
う
昔
話
だ
。
此

の
話
が
始
ま
る
と
い
く
ら
私
が
話
題
を
社
会
問
題
に

変
え
よ
う
と
し
て
も
聞
か
な
か
っ
た
。

　

日
本
人
で
英
国
気
質
を
ほ
ん
と
う
に
了
解
す
る
人

は
実
に
少
な
い
。
私
は
英
国
に
前
後
十
二
年
居
た
が

日
本
で
英
国
の
社
会
哲
学
史
を
知
り
、
英
国
お
よ
び

英
国
人
を
知
る
人
で
河
合
さ
ん
の
上
に
出
る
人
は
な

い
と
思
う
。
河
合
さ
ん
の
書
き
残
し
た
も
の
は
、
こ

れ
か
ら
役
立
つ
と
信
じ
る
」

　

大
正
13
年
、
久
朗
は
ロ
ン
ド
ン
勤
務
を
無
事
終
え

て
イ
ン
ド
・
カ
ル
カ
ッ
タ
支
店
長
（
ボ
ン
ベ
イ
支
店

長
兼
務
）
と
な
る
。
そ
の
後
、
本
店
勤
務
（
中
国
担

当
）
な
ど
を
経
て
、
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
支
店

長
の
重
責
を
担
っ
て
再
度
ロ
ン
ド
ン
勤
務
と
な
る
。

日
英
関
係
は
中
国
問
題
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
緊
迫
の
度

を
増
す
。
彼
は
国
際
関
係
の
激
浪
の
中
に
投
げ
込
ま

れ
、
家
庭
に
あ
っ
て
は
愛
妻
を
失
う
の
で
あ
る
。

（
参
考
文
献
：
千
葉
県
一
宮
町
教
育
委
員
会
蔵
「
加
納
家
史

料
」、『
加
納
久
宜
集
』（
松
尾
れ
い
子
編
）、『
横
浜
正
金
銀

行
全
史
』、『
横
浜
正
金
銀
行
』（
土
方
晋
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※ 同潤会住宅：関東大震災後、被災者に寄せられた義援金１000 万円（当時）をもとに
財団法人同潤会が設立され、東京向島の中ノ郷に初の鉄筋アパートを建設した。以後、
江戸川、青山、代官山など 15 カ所 2492 戸のほか木造分譲住宅など 5341 戸を建てた。
構造は和洋折衷で、防火、水洗便所、戸締りのよさなど高い水準を持つものであった。

最初のロンドン時代、
一宮町教委「加納家史料」


